
「
こ
の
子
は
、
大
学
当
時
髪
は
茶
髪
で
、
優
柔
不
断
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、

社
会
人
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
か
心
配
で
も
あ
り
ま
し
た
。」
と
、
大
学
の
恩

師
か
ら
の
言
葉
に
会
場
内
が
大
き
く
沸
い
た
。
凛
々
し
い
ス
ー
ツ
姿
で
威
風

堂
々
と
し
た
挨
拶
を
述
べ
た
新
会
員
の
自
己
紹
介
の
後
で
の
一
コ
マ
で
あ
る
。

み
ん
な
歩
い
て
き
た
道
。
そ
ん
な
思
い
が
…
。
今
年
は
、
十
年
ぶ
り
に
札
幌

で
の
本
部
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
卒
業
以
来
の
再
会
で
あ
っ
た
り
、

十
数
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
り
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
重
責
を
担
っ
て
い
る
様

子
が
、
頭
や
顔
そ
し
て
体
型
に
あ
り
あ
り
と
現
れ
て
い
る
。
橋
田
会
長
の
挨

拶
に
「
同
窓
会
で
、
ま
ず
大
切
な
こ
と
は
一
つ
に
会
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
る
」
と
あ
る
。「
絆
（
き
ず
な
）」
で
あ
る
。

母
校
は
、
ゼ
ロ
免
課
程
ス
タ
ー
ト
と
な
り
早
六
年
が
過
ぎ
た
。
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
る
夕
陽
会
。「
変
わ
る
こ
と
の
痛
み
を
受
け
入
れ
て
い
く
覚
悟
が

な
け
れ
ば
、
衰
退
の
道
を
進
む
し
か
な
い
」
厳
し
い
一
言
で
あ
る
。
九
十
年

の
歴
史
と
伝
統
故
か
。
教
職
を
目
指
す
数
多
く
の
後
輩
。
昨
年
・
一
昨
年
と

教
職
免
許
取
得
者
は
全
体
の
四
十
％
と
高
い
保
有
率
を
示
し
て
い
る
。
大
学

卒
業
後
臨
時
採
用
で
勤
務
す
る
後
輩
が
、
教
員
採
用
試
験
に
挑
戦
。
そ
し
て

見
事
合
格
。
内
心
よ
く
や
っ
た
と
内
祝
い
。
同
窓
故
の
喜
び
で
あ
る
。

今
年
は
、
田
中
和
久
教
授
の
勇
退
を
祝
う
会
に
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
サ
ッ
カ
ー
部
関
係
者
と
思
う
が
現
役
の
学
生
十
数
名
と
卒
業
数
年
の
社

会
人
三
十
名
ほ
ど
が
参
加
し
、
会
も
活
況
を
呈
し
た
。
同
じ
部
活
で
苦
楽
を

と
も
に
し
、
切
磋
琢
磨
し
た
も
の
同
士
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
の
近
況
報

告
と
と
も
に
恩
師
へ
の
感
謝
を
込
め
て
の
会
で
も
あ
っ
た
。
何
か
元
気
を
い

た
だ
い
た
気
が
す
る
。
ま
さ
し
く
同
窓
の
絆
で
あ
る
。

震
災
後
に
海
外
か
ら
の
支
援
に
謝
意
を
表
明
す
る
菅
直
人
首
相
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
「
絆
」
で
あ
る
。
二
十
数
年
前
、
東
北
地
方
へ
の
修
学
旅
行
で
バ
ス
ガ

イ
ド
に
教
え
て
も
ら
っ
た
歌
が
「
絆
」。「
絆
は
い
と
へ
ん
に
半
分
と
書
く
。

お
互
い
心
を
半
分
ず
つ
寄
せ
合
い
、
そ
れ
を
糸
で
繋
ぐ
よ
う
に
す
る
こ
と
が

絆
」
同
窓
の
絆
、
夕
陽
会
あ
り
。

夕 　 陽 　 渡 　 島（1）

夕陽渡島夕陽渡島夕陽 
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島
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陽 
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秀
峰
駒
ヶ
岳
を
望
み
、
噴
火
湾
を

挟
ん
で
羊
蹄
山
を
始
め
ニ
セ
コ
連
峰

を
眺
め
る
落
部
に
は
、
小
学
校
と
中

学
校
が
並
ん
で
建
っ
て
い
ま
す
。

本
年
で
創
立
一
三
一
年
を
迎
え
る

落
部
小
学
校
は
、
現
在
児
童
数
一
〇

五
名
。
年
々
増
加
し
、
二
十
五
年
度

に
は
一
三
〇
名
に
な
る
予
定
で
、
今

ま
さ
に
躍
動
し
て
い
る
学
校
で
す
。

地
域
の
方
々
は
、
伝
統
を
誇
る
本

校
へ
の
愛
着
と
関
心
は
高
く
、
多
方

面
に
渡
り
協
力
的
で
す
。
例
え
ば

「
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」
で
す
。

体
育
館
で
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
川
遊

び
、
水
泳
、
ス
キ
ー
を
毎
月
二
回
、

地
域
の
方
々
が
、
指
導
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
二
大
行
事
「
落
部
子
ど

も
広
場
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
」
で

は
、
地
域
の
方
々
が
準
備
か
ら
子
ど

も
た
ち
の
相
手
、
後
始
末
ま
で
行
い

ま
す
。「
田
植
え
」
や
漁
港
で
の

「
稚
魚
放
流
」
な
ど
の
体
験
学
習
も

地
域
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
地
域
に
温
か
く
見
守

ら
れ
た
児
童
は
、
明
る
く
素
直
に
成

長
し
、
文
化
面
、
体
育
面
で
の
活
躍

も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

六
年
児
童
全
一
七
名
は
、「
落
部

盆
踊
り
大
会
」
と
「
高
速
道
路
開
通

イ
ベ
ン
ト
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、

和
太
鼓
「
ぶ
ち
あ
わ
せ
太
鼓
」
を
披

露
し
て
喝
采
を
受
け
、
地
域

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し

ま
し
た
。

四
〜
六
年
生
は
、
学
芸
会

で
地
域
企
業
か
ら
贈
ら
れ
た

半
纏
を
ま
と
っ
て
「
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
」
を
笑
顔
で
舞

い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健

全
な
成
長
と
発
達
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
、
中
学
校

と
の
連
携
に
努
め
、
開
か
れ

た
学
校
・
信
頼
さ
れ
る
学
校

の
推
進
に
努
め
る
本
校
は
、

高
橋
伸
夫
、
加
藤
幹
稔
、
相

馬
匠
、
落
宰
公
人
、
佐
藤
裕
太
、
西

村
愛
実
、
岩
u
透
の
夕
陽
会
員
が
落

小
の
教
育
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力

を
存
分
に
発
揮
し
て
い
ま
す
。

同
窓
の
絆
を
深
め
、
他
の
職
員
と

協
力
し
、
瞳
輝
く
落
小
の
子
ど
も
た

ち
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

松
前
町
は
、
古
く
か
ら
北
海
道
の

歴
史
・
文
化
の
発
祥
の
地
と
し
て
栄

え
、
二
五
〇
種
一
万
本
の
桜

が
あ
る
全
国
屈
指
の
桜
の
名

所
と
し
て
も
有
名
な
町
で

す
。
ま
た
、
近
年
は
戸
井
と

肩
を
並
べ
注
目
さ
れ
て
い
る

松
前
マ
グ
ロ
を
は
じ
め
と
し

た
漁
業
の
町
で
も
あ
り
ま

す
。松

前
町
に
は
、
小
学
校
六

校
（
大
島
・
小
島
・
館
浜
・

松
城
・
松
前
・
白
神
）、
中

学
校
二
校
（
大
島
・
松
前
）

と
松
前
高
校
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
、
町
教
委
職
員
の
二

名
の
会
員
を
加
え
、
総
勢
四

十
二
名
の
夕
陽
会
員
が
「
人
間
性
豊

か
で
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
松
前

町
の
児
童
・
生
徒
」
の
育
成
を
目
指

し
日
々
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
学
校
の
中
か

ら
小
島
小
学
校
の
職
員
室
の
様
子
に

つ
き
ま
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

小
島
小
学
校
は
、
昨
年
度
、
創
立

一
三
〇
周
年
を
迎
え
、
本
年
二
月
十

三
日
に
は
、
同
窓
生
は
じ
め
旧
職
員

の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て

盛
大
に
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

伝
統
あ
る
小
島
小
学
校
で
す
が
、
児

童
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
現

在
は
四
十
一
名
と
な
り
ま
し
た
。

小
規
模
校
の
特
徴
を
最
大
限
に
生

か
す
た
め
に
黒
田
仁
志
校
長
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
四
十
一
名

の
子
ど
も
た
ち
「
ひ
と
り
ひ
と
り
を

大
切
に
」
し
た
教
育
活
動
の
展
開
す

る
中
で
六
名
の
夕
陽
会
員
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。
安
全
教
育
の
充
実
と
危

機
意
識
の
高
揚
を
推
進
す
る
生
徒
指

導
部
長
の
井
村
雄
次
教
諭
。
教
務
主

任
と
し
て
各
部
の
連
絡
調
整
と
教
育

課
程
の
確
実
な
推
進
に
努
め
る
庄
司

み
ど
り
教
諭
。
研
究
部
長
と
し
て
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
基
礎
・
基
本
の
定

着
と
表
現
力
の
向
上
を
推
進
す
る
本

田
靖
教
諭
。
専
門
の
体
育
を
生
か
し
、

子
ど
も
た
ち
の
基
礎
体
力
の
向
上
を

推
進
す
る
藤
井
夏
江
教
諭
。

こ
れ
か
ら
も
小
島
小
学
校
は
、
全

教
職
員
一
丸
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

に
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

夕 　 陽 　 渡 　 島 （2）

八
雲
支
会
幹
事
長

（
落
部
小
学
校
）

岩
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透

「
地
域
と
共
に
、

絆
を
深
め
合
う
同
窓
」

松
前
支
会
幹
事
長

（
小
島
小
学
校
）

坂
　
井
　
顕
　
也

「
ひ
と
り
ひ
と
り
を

大
切
に
！
」
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知
内
町
は
、
東
に
津
軽
海
峡
、
西

に
名
山
大
千
軒
岳
、
南
に
矢
越
岬
。

そ
し
て
中
央
に
は
知
内
川
。
河
川
と

森
林
、
海
に
囲
ま
れ
、
数
々
の
秘
境

が
点
在
し
て
い
ま
す
。
本
町
は
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
に
旧
松
前
藩
士

田
中
明
定
氏
が
初
代
の
戸
長
に
就
任

し
自
治
制
が
施
行
さ
れ
て
以
来
本
年

で
一
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

教
育
の
歴
史
は
一
八
七
六
年
（
明
治

九
年
）
に
雷
公
神
社
宮
司
大
野
重
敬

が
神
社
を
開
放
し
て
自
ら
が
教
師
と

な
り
生
徒
十
四
名
に
教
育
を
行
っ
た

の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
一
三
〇
年

余
り
の
間
知
内
町
の
教
育
は
先
人
か

ら
受
け
継
が
れ
現
在
に
至
り
ま
し
た
。

さ
て
、
夕
陽
会
知
内
支
会
の
平
成

二
十
三
年
度
総
会
、
懇
親
会
が
七
月

六
日
に
「
川
波
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
転
入
会
員
が
九
名
居
り
、

現
職
会
員
が
二
十
九
名
（
知
内
町
役

場
　
一
名
　
知
内
小
七
名
　
湯
ノ
里

小
四
名
　
知
内
中
九
名
　
涌
元
小
八

名
　
知
内
高
三
名
）、
終
身
会
員
七

名
の
計
三
六
名
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
・
懇
親
会
に
は
　
夕
陽
会

会
長
　
橋
田
恭
一
様
、
夕
陽
会
渡
島

支
部
　
幹
事
長
　
佐
藤
幸
男
様
の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
橋
田
会

長
様
か
ら
は
、
教
育
大
学
函
館
校
の

様
子
や
三
・
一
一
震
災
後
の
夕
陽
会

員
の
絆
の
強
さ
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
懇
親
会
に
は
、
終
身

会
員
の
能
代
久
司
様
（
Ｓ
十
九
）
藤

田
健
一
様
（
Ｓ
二
十
七
）
田
島
　
隆

様
（
Ｓ
二
十
八
）
の
ご
出
席
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
三
名
の
皆
様
か
ら
、

知
内
町
の
郷
土
や
教
育
の
歴
史
、
大

震
災
に
被
災
さ
れ
た
同
窓
へ
の
思
い

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
度
、
知
内
町
は
田
中
健
一
教

育
長
（
Ｓ
四
十
九
）
の
も
と
、
第
六

次
知
内
町
学
校
教
育
中
期
推
進
計
画

が
策
定
さ
れ
、
教
育
実
践
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
幼
小
中
高
の
一
貫
教

育
の
も
と
で
の
地
域
の
人
材
育
成
と

特
別
支
援
教
育
「
結
」
の
理
念
に
基

づ
い
た
福
祉
の
町
づ
く
り
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

夕
陽
会
員
一
同
、
相
互
の
絆
を
深

め
な
が
ら
知
内
町
の
教
育
の
充
実
の

た
め
に
行
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
夕
陽
会
知
内
支
会
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

秀
峰
「
駒
ヶ
岳
」
の
麓
、
恵
み
多

い
内
浦
の
海
に
抱
か
れ
た
、
緑
あ
ふ

れ
る
森
町
。
渡
島
で
も
５
号
線
の
中

間
地
点
と
い
う
こ
と
で
、
南
は
函

館
・
北
斗
・
七
飯
方
面
か
ら
、
北
は

八
雲
か
ら
も
通
勤
可
能
な
立
地
条
件

に
あ
り
ま
す
。
近
年
力
を
入
れ
て
い

る
人
事
交
流
で
も
Ｂ
Ｃ
Ｄ
郡
が
そ
ろ

っ
て
お
り
、
Ａ
郡
か
ら
の
異
動
希
望

地
と
し
て
の
人
気
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
十
一
月
二
十
六
日
に
は
、

道
央
自
動
車
道
　
森
〜
落
部
間
も
開

通
し
、
ま
す
ま
す
近
郊
と
の
距
離
が

短
縮
さ
れ
、
町
に
も
活
気
が
溢
れ
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
森
支
会
の
現
状
で
す
が
、

現
職
会
員
数
は
９
校
七
十
名
。
森
小

学
校
十
五
名
、
尾
白
内
小
学
校
七
名
、

鷲
ノ
木
小
学
校
七
名
、
駒
ヶ
岳
小
学

校
六
名
、
石
倉
小
学
校
二
名
、
濁
川

小
学
校
五
名
、
さ
わ
ら
小
学
校
八
名
、

森
中
学
校
十
六
名
、
砂
原
中
学
校
四

名
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
会
員
は
三
十
九
名
お
ら
れ
、

毎
年
の
総
会
に
は
五
〜
六
名
の
方

が
、
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

総
勢
百
十
名
と
、
と
て
も
動
き
や
す
く

手
頃
な
人
数
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
最
近
の
流
れ
を
反
映
し
て
か

九
校
中
、
管
理
職
が
夕
陽
で
二
名
揃

う
学
校
は
五
校
で
、
二
人
と
も
夕
陽

で
な
い
学
校
も
三
校
あ
り
、
そ
の
分

学
校
幹
事
の
先
生
に
が
ん
ば
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
こ
の

傾
向
は
強
ま
る
と
予
想
さ
れ
、
事
務

局
校
選
び
も
大
変
に
な
り
、
課
題
と

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す

今
年
度
の
支
会
総
会
・
懇
親
会

は
、
支
部
総
会
の
延
期
に
伴
い
、
例

年
よ
り
遅
く
、
夏
休
み
明
け
の
八
月

二
十
九
日
に
グ
リ
ン
パ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
と
し
て
、
本

部
会
長
・
橋
田
恭
一
様
、
渡
島
支
部

長
・
市
川
秀
雄
様
、
森
町
教
育
委
員

会
教
育
長
・
磯
邉
吉
　
様
が
ご
臨
席

く
だ
さ
り
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
Ｏ
Ｂ

会
員
を
中
心
に
準
備
し
た
ゲ
ー
ム
の

時
間
が
な
い
く
ら
い
の
盛
り
上
が
り

で
し
た
。
昭
和
二
十
三
北
二
師
卒
の

鈴
木
真
一
様
を
筆
頭
に
、
松
浦
須
枝

二
様
、
松
田
明
雄
様
、
岩
村
吉
男
様
、

木
野
皇
様
と
、
皆
さ
ん
森
町
の
教
育

関
係
や
社
教
関
係
団
体
の
重
鎮
と
し

て
現
役
ば
り
ば
り
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
お
話
を
た
っ
ぷ
り
お
聞
き
し
、
夕

陽
の
精
神
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

夕 　 陽 　 渡 　 島（3）

支
会
だ
よ
り

知
内
支
会

（
涌
元
小
学
校
長
）

鈴
　
木
　
洋
　
一

「
歴
史
と
伝
統
の
絆
」

支
会
だ
よ
り

森
支
会

（
濁
川
小
学
校
）

橋
　
本
　
公
　
伸

「
地
域
に
貢
献
す
る
夕
陽
Ｏ
Ｂ
」

隆 



今
年
四
月
か
ら
渡
島
教
育
局
で
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が

諸
会
議
等
で
夕
陽
の
先
生
方
と
お
会

い
し
、
夕
陽
の
支
え
を
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
で
す
。

今
、
教
育
の
流
れ
は
、
も
の
す
ご

い
量
と
ス
ピ
ー
ド
で
す
が
、
こ
の
時
、

ど
う
し
て
も
目
前
の
対
応
に
追
わ

れ
、
流
れ
方
や
内
容
を
見
落
と
し
て

し
ま
い
ま
す
。
私
自
身
も
常
に
、
物

事
の
本
質
、
拠
り
所
等
を
探
し
な
が

ら
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

実
は
、
昨
年
度
ま
で
勤
務
し
て
い

た
道
研
の
当
時
の
所
長
か
ら
「
三
つ

の
旗
に
向
か
う
こ
と
」
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
組
織
の
ト
ッ
プ
が
示
し
た

三
つ
の
旗
を
具
現
化
す
る
こ
と
が
所

属
職
員
の
役
割
で
あ
り
、
今
、
教
育

に
求
め
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
で
あ

る
と
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

私
は
、
渡
島
の
先
生
や
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
三
つ
の
旗
を
掲
げ
た
い

と
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
皆

さ
ん
も
自
分
の
三
つ
の
旗
を
探
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

今
年
の
四
月
に
留
萌
教
育
局
か
ら

渡
島
に
戻
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
七
ヶ

月
が
経
ち
、
学
校
訪
問
等
で
同
窓
の

皆
様
方
か
ら
励
ま
し
の
お
言
葉
を
か

け
て
い
た
だ
い
た
り
、
ま
た
、
懐
か

し
い
方
々
と
再
会
す
る
こ
と
が
で

き
、
ふ
る
さ
と
の
よ
さ
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
毎
日
を
感
謝
の
気
持
ち

で
過
し
て
お
り
ま
す
。

留
萌
教
育
局
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
た
二
年
間
に
お
い
て
も
、
道
北
の

地
に
「
夕
陽
魂
」
あ
り
と
示
す
よ
う

な
素
晴
し
い
教
育
実
践
を
目
の
当
た

り
に
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
夕
陽
会

の
点
す
教
育
の
明
か
り
が
全
道
広
く

照
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
留
萌
支
部
に
お
い
て
も
、
年

に
４
回
、
研
修
会
や
懇
親
会
を
も
ち
、

絆
を
一
層
、
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
、
皆
様
方
の
御
支
援
に
心

か
ら
感
謝
し
な
が
ら
、
日
々
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
春
、
函
館
校
を
卒
業
し
、

事
務
職
員
と
し
て
松
前
小
学
校
に
赴

任
し
ま
し
た
。

教
育
現
場
で
働
け
る
こ
と
に
と
に

か
く
喜
び
を
感
じ
て
い
た
四
月
。
初

め
は
本
当
に
何
も
わ
か
ら
な
い
中
で

の
ス
タ
ー
ト
で
、
不
安
だ
ら
け
の
毎

日
で
し
た
が
、
周
り
の
方
々
の
協
力

の
お
陰
で
何
と
か
こ
こ
ま
で
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

夕 　 陽 　 渡 　 島 （4）

新会員だより 新会員だより 新会員だより 
各ページの写真は平成２３年「夕陽会渡島支部  新会員・大懇親会」の様子です。 

五
稜
支
会

（
渡
島
教
育
局
）

鈴
　
木
　
　
　
淳

「
三
つ
の
旗
を
探
し
て
」

五
稜
支
会

（
渡
島
教
育
局
）

細
　
川
　
真
　
喜

「
夕
陽
の
点
す

明
か
り
に
向
か
っ
て
」

松
前
支
会

（
松
前
小
学
校
）

川
　
岸
　
茉
　
貴

「
初
心
を
忘
れ
ず
に
」



今
年
の
春
に
函
館
校
を
卒
業
し
、

福
島
町
立
福
島
中
学
校
に
赴
任
し
ま

し
た
。

教
員
と
し
て
働
き
始
め
、
多
く
の

先
生
方
、
先
輩
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
や

ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の

半
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く

時
間
の
中
で
全
て
の
こ
と
に
お
い
て

勉
強
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
実

際
に
子
ど
も
た
ち
を
前
に
し
て
授
業

や
部
活
動
、
生
徒
指
導
を
行
う
こ
と

で
教
職
の
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
で
す
が
多
く
の
先
生
方
に
励
ま

し
て
い
た
だ
き
、
気
持
ち
に
余
裕
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
日
々
接
し
て

い
る
子
供
た
ち
の
成
長
は
私
に
勇
気

や
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
多
く

の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

前
進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
成
長
の
た
め

に
、
全
て
の
こ
と
に
全
力
投
球
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
今
年
の
春
に
函
館
校
を
卒

業
し
、
北
海
道
知
内
高
等
学
校
に
講

師
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
教
壇
に

立
つ
よ
う
に
な
り
早
く
も
半
年
以
上

が
過
ぎ
ま
し
た
。
全
て
の
こ
と
が
初

め
て
の
こ
と
で
、
壁
に
ぶ
つ
か
り
、

授
業
を
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
日
々

感
じ
て
い
ま
す
。
悩
む
こ
と
や
落
ち

込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
先
輩
の
先
生
方
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
や
温
か
い
励
ま
し
を
受
け
、
充

実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
生
懸
命
授
業
を
聞
い
て
く
れ

る
生
徒
と
の
や
り
取
り
や
関
わ
り
を

大
切
に
し
、
よ
り
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
日
々
の
生
活
の
中

で
多
く
の
人
に
支
え
て
も
ら
い
、
今

の
自
分
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ

る
毎
日
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
先
輩
の
先
生
方
や
生

徒
と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
精
一
杯
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

今
年
の
春
に
函
館
校
を
卒
業
し
、

北
斗
市
立
大
野
中
学
校
に
赴
任
し
ま

し
た
。

初
め
て
教
壇
に
立
っ
て
か
ら
早
く

も
半
年
が
過
ぎ
、
振
り
返
っ
て
一
番

に
思
う
こ
と
は
「
今
あ
る
環
境
が
と

て
も
す
ば
ら
し
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
半
年
、
授
業
が
な
か
な
か

計
画
通
り
に
い
か
ず
悩
む
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
周

り
の
先
生
方
は
、
自
分
の
業
務
が
あ

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
手
を
差
し
伸

べ
て
く
だ
さ
り
、
少
し
ず
つ
授
業
を

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
一

層
努
力
し
生
徒
に
と
っ
て
頼
り
が
い

の
あ
る
先
生
で
あ
り
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
授
業
の
こ
と
で
悩
む

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
諸
先
生

方
の
実
践
か
ら
多
く
を
学
び
、
今
あ

る
環
境
に
感
謝
し
自
分
が
生
徒
の
た

め
、
で
き
る
精
一
杯
を
ぶ
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

夕 　 陽 　 渡 　 島（5）

福
島
支
会

（
福
島
中
学
校
）

鈴
　
木
　
達
　
雄

「
決
意
を
胸
に
」

知
内
支
会

（
知
内
高
等
学
校
）

板
　
垣
　
　
　
希

「
一
歩
一
歩
」

北
斗
支
会

（
大
野
中
学
校
）

山
　
口
　
崇
　
志

「
諸
先
生
に
支
え
ら
れ
て
」

函
館
校
は
私
の
一
つ
上
の
代
よ
り

教
員
養
成
課
程
で
は
な
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
進
路
選
択
に
は
色
々
と

悩
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し
が
、
働
い

て
数
か
月
し
か
経
っ
て
い
な
い
中
で

も
、
こ
の
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
た

こ
と
、
こ
の
環
境
で
働
け
る
こ
と
に

本
当
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い

を
大
切
に
し
、
目
標
を
持
っ
て
、
少

し
で
も
教
育
現
場
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。



こ
の
春
か
ら
、
念
願
の
正
規
採
用

と
し
て
上
磯
小
学
校
に
勤
務
し
、
半

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
上
磯
小
学
校
に

は
、
三
年
前
に
も
補
助
教
員
と
し
て

勤
務
し
た
こ
と
が
あ
り
、
慣
れ
た
地

で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

春
か
ら
今
日
ま
で
、
忙
し
さ
に
追

わ
れ
る
毎
日
で
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
の
一
瞬
の
瞳
の
耀
き
や
心
の
真
っ

直
ぐ
さ
に
、
教
員
に
な
れ
た
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
抱
え
る
困
り
感
と

向
き
合
い
、
保
護
者
と
共
に
考
え
る

毎
日
で
悩
み
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、
諸

先
輩
方
に
支
え
ら
れ
、
な
ん
と
か
今

日
ま
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
長
い
教
員
生
活
が
待
っ

て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来

が
少
し
で
も
良
い
も
の
に
な
る
た
め

に
私
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考

え
、
学
び
続
け
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
か
ら
、
夕
陽
会
の
新
会
員
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
四
月
に
北
海

道
教
育
大
学
函
館
校
の
大
学
院
を
修

了
し
、
北
斗
市
立
大
野
小
学
校
で
一

年
間
過
ご
し
た
後
、
縁
あ
っ
て
七
飯

町
立
七
重
小
学
校
に
赴
任
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
三
年
生

の
担
任
と
し
て
、
多
忙
な
が
ら
も
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
自
身
初
の
学
級
担
任

を
任
さ
れ
、
期
待
と
不
安
が
入
り
混

じ
る
中
、
今
の
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た

ち
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
日
よ
り

今
日
ま
で
、
子
ど
も
と
と
も
に
成
長

で
き
る
教
員
を
め
ざ
し
、
教
育
活
動

に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
に
半
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
自
分
の
未
熟
さ
に
気

付
か
さ
れ
る
毎
日
で
す
。
周
り
の
先

生
方
に
も
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
け
る
こ
の
環
境
で
、
自
分
を

さ
ら
に
高
め
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

夕 　 陽 　 渡 　 島 （6）

北
斗
支
会

（
上
磯
小
学
校
）

寺
　
r

史
　
歩

「
初
　
心
」

七
飯
支
会

（
七
重
小
学
校
）

前
　
田
　
　
　
真

「
子
ど
も
と
と
も
に
」

私
は
、
こ
の
春
に
森
中
学
校
に
赴

任
い
た
し
ま
し
た
。
教
員
採
用
試
験

に
合
格
後
、
苫
小
牧
市
立
明
野
中
学

校
で
四
年
間
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

苫
小
牧
で
は
、
本
当
に
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
、
ご
指
導
を
い
た

だ
い
て
き
た
と
実
感
す
る
毎
日
で

す
。そ

の
中
で
、
い
つ
か
苫
小
牧
の
諸

先
輩
方
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と

を
生
ま
れ
育
っ
た
渡
島
で
実
践
し
た

い
、
恩
返
し
が
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

念
願
か
な
い
、
森
中
学
校
に
赴
任
で

き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
渡

島
で
、
今
の
自
分
は
子
ど
も
た
ち
に
、

何
が
で
き
る
の
か
考
え
、
行
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
、
未
熟
な
自
分
で
す
が
、
諸

先
輩
方
の
姿
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

び
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

森
支
会

（
森
中
学
校
）

東
　
　
　
　
剛

「
再
出
発
」

八
雲
町
立
落
部
小
学
校
に
新
採
用

と
し
て
赴
任
し
て
か
ら
早
く
も
半
年

以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
四
月
ま
で
同

じ
八
雲
町
内
で
期
限
付
教
員
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
慣
れ
た
土
地
で

勤
務
で
き
て
い
る
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

念
願
だ
っ
た
教
員
と
な
っ
て
過
ご

す
落
部
小
学
校
で
の
新
た
な
日
々

は
、
頑
張
る
子
ど
も
達
の
姿
に
支
え

ら
れ
る
中
で
、
教
職
の
難
し
さ
を
痛

八
雲
支
会

（
落
部
小
学
校
）

佐
　
藤
　
裕
　
太

「
今
思
う
こ
と
」
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感
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学
ぶ
こ

と
の
多
い
充
実
し
た
日
々
で
す
。

子
ど
も
達
の
良
き
成
長
の
た
め
に

自
分
は
ど
う
す
べ
き
か
。
今
は
只
々

少
し
で
も
良
い
授
業
を
、
良
い
指
導

を
し
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
子
ど
も
の
気
持
に
寄
り
添

い
、
経
験
豊
富
な
先
輩
方
か
ら
沢
山

の
こ
と
を
学
ば
せ
て
頂
き
な
が
ら
教

員
活
動
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

檜
山
管
内
せ
た
な
町
立
小
倉
山
小

学
校
か
ら
、
こ
の
度
、
縁
が
あ
っ
て

こ
ち
ら
八
雲
町
立
関
内
小
学
校
へ
赴

任
し
ま
し
た
。

二
十
年
間
の
教
員
生
活
を
檜
山
の

地
で
過
ご
し
て
き
た
た
め
、「
渡
島

の
教
育
」
に
つ
い
て
の
知
識
が
皆
無

で
あ
り
、
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
校
長
先
生
を
始
め
先
生
方
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
支
え

ら
れ
、
充
実
し
た
教
育
活
動
を
送
る

こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

ま
た
、
赴
任
に
当
た
り
夕
陽
会
八

雲
支
会
に
よ
る
歓
迎
会
で
多
く
の
諸

先
輩
に
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
頂

き
、
そ
の
言
葉
一
言
一
言
が
心
の
支

え
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
年
に
一
度
の
札
幌
で
の

夕
陽
会
総
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

夕
陽
の
結
び
つ
き
の
強
さ
や
志
の
高

さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

不
勉
強
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
渡

島
の
子
ど
も
達
の
た
め
、
粉
骨
砕
身

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
雲
支
会

（
関
内
小
学
校
）

藤
　
谷
　
　
　
毅

「
新
た
な
地
で
」

今
年
度
よ
り
長
万
部
町
立
長
万
部

小
学
校
に
赴
任
し
て
き
ま
し
た
。

前
任
校
が
中
学
校
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
戸
惑
い
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
が
、
ま
わ
り
の
先
生
方
、
児

童
達
に
支
え
ら
れ
楽
し
く
充
実
し
た

毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。ま

だ
ま
だ
未
熟
な
点
が
多
く
、
壁

に
ぶ
ち
当
た
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
支
え
て
く
れ
て
い
る
方
々

の
ご
厚
意
に
報
い
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
今
後
は
自
分
が
少
し
で
も

支
え
る
立
場
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

自
分
が
生
ま
れ
育
ち
お
世
話
に
な

っ
た
こ
の
渡
島
の
地
や
、
お
世
話
に

な
っ
た
多
く
の
方
々
へ
感
謝
の
気
持

ち
と
し
て
、
今
度
は
私
が
渡
島
の
児

童
の
た
め
に
日
々
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

長
万
部
支
会

（
長
万
部
小
学
校
）

高
　
山
　
大
　
地

「
渡
島
の
児
童
の
た
め
に
」

私
は
今
年
の
四
月
、
長
万
部
町
立

長
万
部
小
学
校
に
赴
任
致
し
ま
し

た
。
胆
振
管
内
の
苫
小
牧
市
で
教
員

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
し
、
三
年
間

勤
務
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
新
採
用

時
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
な
こ

と
だ
ら
け
の
毎
日
で
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
の
方
々
、
そ
し
て

温
か
く
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩

の
先
生
方
と
の
出
会
い
に
今
で
は
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人

に
支
え
ら
れ
今
の
自
分
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

長
万
部
小
学
校
に
赴
任
し
、
早
い

も
の
で
八
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
環
境
の
変
化
に
戸
惑
っ
た

り
、
新
た
な
課
題
を
発
見
し
、
教
育

の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
人
と

の
出
会
い
や
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
一

生
懸
命
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

長
万
部
支
会

（
長
万
部
小
学
校
）

宮
　
澤
　
み
ゆ
き

「
出
会
い
を
大
切
に
」



　
ご
寄
稿
下
さ
い
ま
し
た
新
会
員
及

び
終
身
会
員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
今
後
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
「
平
成
二
十
三
年
度
　
勇
退
者
　

激
励
・
感
謝
の
会
」
を
次
の
よ
う
に

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。 

◎
平
成
二
十
四
年
二
月
十
一
日
（
土
） 

　
午
後
五
時
よ
り 

◎
会
場
　
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ 

◎
会
費
　
六
千
五
百
円 

◎
申
し
込
み
締
め
切
り 

　
　
一
月
十
二
日
（
木
） 

◎
申
し
込
み
方
法 

　
　
同
封
の
葉
書
に
て 

終
身
会
員
の
皆
様
へ 

あ 

と 

が 

き 

東
野
英
治
郎
、
西
村
晃
、
佐
野
浅

夫
、
石
坂
浩
二
、
里
見
浩
太
郎
を
ご

存
知
だ
ろ
う
か
。
一
九
六
九
年
（
昭

和
四
十
四
年
）
ス
タ
ー
ト
の
人
気
長

寿
番
組
の
一
つ
で
放
送
回
数
は
既
に

千
二
百
回
を
超
え
て
い
る
水
戸
黄
門

の
光
圀
役
を
演
じ
た
方
々
で
あ
る
。

光
圀
一
行
は
毎
回
、
全
国
各
地
の

名
産
名
物
を
紹
介
し
な
が
ら
旅
を
続

け
て
い
る
が
、
必
ず
悪
者
と
出
会
う
。

助
さ
ん
・
格
さ
ん
・
女
忍
者
等
の
活

躍
と
「
こ
の
紋
所
が
目
に
入
ら
ぬ

か
！
」
の
名
せ
り
ふ
で
こ
と
を
収
め
、

高
笑
い
を
し
て
一
件
落
着
と
な
る
。

こ
の
国
民
的
人
気
番
組
が
視
聴
率

の
低
迷
に
よ
り
約
四
十
年
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
す
と
い
う
。
分
り
や
す
い

ス
ト
ー
リ
ー
に
兵
の
殺
陣
、
美
女
の

入
浴
等
見
所
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思

う
の
だ
が
残
念
で
な
ら
な
い
。

杯
を
手
に
♪
人
生
楽
あ
り
ゃ
苦
も

あ
る
さ
　
涙
の
後
に
は
虹
も
出
る
　

歩
い
て
ゆ
く
ん
だ
し
っ
か
り
と
　
自

分
の
道
を
ふ
み
し
め
て
…
　
♪
と
鼻

歌
交
じ
り
に
テ
レ
ビ
の
前
に
座
り
画

面
を
眺
め
く
だ
ら
な
い
こ
と
を
考
え

る
こ
と
も
あ
る
。
観
て
い
る
と
一
日

に
二
百
か
ら
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位

移
動
す
る
こ
と
が
あ
る
。
自
動
車
と

同
じ
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
だ
。
長
旅

な
の
に
荷
物
は
無
い
な
あ
。
ど
こ
へ

行
っ
て
も
晴
天
、
き
れ
い
な
松
林
の

小
道
を
ゆ
っ
た
り
の
旅
で
羨
ま
し
い
。

等
々
。

先
日
、
カ
ラ
オ
ケ
好
き
の
友
と
ス

ナ
ッ
ク
に
入
っ
た
。
友
は
「
見
上
、

水
戸
黄
門
、
歌
え
」
と
言
う
。
違
う

ん
だ
よ
。「
あ
あ
人
生
に
涙
あ
り
」

と
言
う
ん
だ
よ
。
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印
刷
／
㈱

島

本

印

刷

昭
和
三
十
四
年
卒
　
一
類

見
　
上
　
忠
　
男

あ
あ
人
生
に
涙
あ
り

の声 

終身  
会員  

四
月
よ
り
長
万
部
町
立
長
万
部
小

学
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。
新
た
な
土

地
で
の
半
年
間
は
め
ま
ぐ
る
し
く
過

ぎ
、
と
て
も
早
く
感
じ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
・

行
事
に
向
け
て
の
活
動
な
ど
で
悩
み
、

先
輩
の
先
生
方
に
助
け
て
頂
い
た
感

謝
の
気
持
ち
と
、
こ
れ
か
ら
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
た
半
年
間
で
し
た
。

私
は
期
限
付
教
諭
と
し
て
の
勤
務

が
長
く
、
渡
島
・
檜
山
の
学
校
で
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
方
の
名
前
を
挙

げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
恥
ず

か
し
い
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
多

く
の
学
校
に
勤
務
し
て
き
た
こ
と

で
、
多
く
の
素
晴
し
い
素
敵
な
先
輩

の
先
生
方
に
出
会
え
た
こ
と
が
、
今

の
自
分
の
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
赴
任
し
て
き
た
学
校
で

教
え
て
頂
い
た
こ
と
を
自
分
の
物
と

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
先
輩
の
先
生

の
背
中
を
追
い
か
け
て
日
々
研
鑽
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
万
部
支
会

（
長
万
部
小
学
校
）

q

瀬
　
　
　
東

「
背
中
を
追
い
か
け
て
」

�
　

　
　
　
東 


